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 揺れない感謝(詩篇9:1-3)
揺れない感謝の人は人生の勝利者になります。感謝に揺れる人は、その人生も揺れるしかないし、感謝のない人は失敗の人生を送るしかありません。ある幼い女の子がとてもかわいくてよく笑っていたので聞きました。「あなたは幸せなの？」「はい。私は幸せです」。それでなにがそんなに幸せなのかと尋ねると、「お母さん、お父さんが優しいし、また、元気でいつも遊ぶことができるし、好きなおもちゃがいっぱいあるので幸せです」と答えました。それから、時間がだいぶ流れました。ある時、牧師のもとに２０代後半の女性がカウンセリングのために訪ねてきました。なかなかアルコールが止められないので、その悩みを打ち明けて、相談のために来たわけです。それで話をしているうちに、なぜアルコールに手を出して、止められなくなってしまったのかという背景が分かりました。ある日突然、両親が離婚して、どちらも子供の面倒を診ようとしなかったので施設に預けられることになったそうです。小さいときに親に捨てられてしまったという思いを抱えつつ、ある程度、施設で生活し大きくなって、何人かの男性と付き合うことになりましたが、ことごとく裏切られたそうです。そういうことが重なっていくうちに、そのむなしい心を満たすことができないままアルコールに手を出し、そこまで行ってしまったということでした。その女性が、幼い頃、「幸せです」と言っていたその人でした。いま幸せなのかと聞くと、恨み辛み、怒り、憎しみの他にはありませんと言いました。幼い頃の感謝、幸せはどんなものだったのでしょうか。

もう一人、女性のお話をさせていただきます。皆さんもご存知のクロスビーという人です。この女性も小さい頃に事故によって失明することになります。視力を失って、その直後、落ち込んでしまい自分の部屋に閉じこもって、すべてを恨むようになります。なぜ私だけにこういうことがあるのだろうか。でも、しばらく経ってから、その人が変わるようになります。イエス様と出会い、本当の愛がなにか分かったことによって、いままでの恨み辛み、失意などを吹っ飛ばして感謝の人に変わりました。どれほど感謝したかというと、目が見えなくても構いませんというどころか、もう目が見えないほうがいいと言うくらいでした。肉眼が開いて見られることではなくて、それでは見ることができないすばらしい人生の別の世界を見ることができたということです。彼女が書いた賛美歌の歌詞は、いま私たちが歌っている賛美歌の三分の一ぐらいを占めているかもしれません。賛美歌は悲しいときに、イライラしたときに書くものではありません。感謝にあふれて、普通の人は理解できない不思議な感謝、しかもすべて失ったことによって奪われることのない感謝、揺れない感謝の中で書いて、世界中の人にいまに至るまで影響を与え、世界中の人の心を慰めている、励ましている偉業を残しているわけです。

最初のアルコール依存症の女性とクロスビーはどこが違うのでしょうか。その感謝はどういう者だったのでしょうか。揺れない感謝のクロスビーのような人は、いろいろなことがありましたが、人にとって、人生において最も大事なもの、宝が何なのかが分かったので揺れない感謝ができたわけです。人生において最も大切なもの、大事な宝はいったい何なのか、それに気づくようになったということです。世の中には大事なものがたくさんあります。また、人それぞれ宝にしているものがいろいろ違うでしょう。たくさんあると思います。ある人は、家族が自分にとっては宝かもしれません。ある人は、自分の才能や腕、それが宝だと自慢して人生を生きているかもしれません。人間関係が大切だ。あるいは義理そのものがなにより大事ではないのかと思ったり、いろいろあっても健康がなければなにもできないのではないか。だから、健康こそが一番大事なもので宝だと思うかもしれません。もちろん、そうい-言ったすべてが大切なものに、大事なものに違いありません。しかし、よく冷静に考えてみると、私達が大事だと思い宝にしているものが、ものであれ関係であれ、どういうことであれ、ときにはイデオロギーかもしれません。でも、それでもすべて結局は変わるものではないでしょうか。いいえ、男女の間の愛、親子の愛、それは変わりませんと主張したい方もいらっしゃるかもしれません。本当に変わらないのかどうかは別にして、おっしゃるとおりに変わらないとしましょう。それでも、結局、消えてなくなるものではないでしょうか。そういったものなのです。別にそれを要らないものだと言うつもりはありません。とても大切なものに違いはありません。しかし、それは本当に私たちの人生にとって、最も大切な大事な宝になれるものなのでしょうか。
今日、神様のみことばである聖書の一箇所を皆さんに紹介して、人生にとって一番大切な宝が何なのかということを考えていきたいと思います。クロスビーが発見したものです。聖書のヨハネ3：16には、このように書かれています。「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである」。これはどういう意味なのでしょうか。それは、人間というのは元々、創造主の神様によって造られたものであり、他の動物、被造物とは違って、特別な存在、神のかたちに造られたものなのです。神のかたちに造られたというのは、人間高が唯一、神様と疎通することができるし、神様とともにいることができる、そして、神のすべての祝福をいただき、その祝福の中で勝利の人生を歩むことができる存在として造られたということなのです。何の不自由も不幸などは最初からありませんでした。しかし、残念ながら、目に見えないサタンとも呼ばれる悪魔というものに惑わされて、人間が神様に対して罪を犯すことになります。聖書の言葉によりますと、すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず、つまり、罪を犯すことによって、神様と一緒にいるべき人間が、神様を離れることになりました。しかももう二度と神様と一緒になることはできないようになってしまったのです。その結果、人は生まれながら、自分では意識していないでしょうけれども、人のたましいは自分の罪と罪過によって死んでいたものと言われる存在になります。つまり、神を離れて命を失った状態になり、残念ながら、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれるようになります。だれ一人そのように思っていないでしょうけれども、滅びるしかない罪によって、滅びるしかない運命に捕らわれて生まれて、その運命を抱えて生きていくようになるしかないし、残念ながら空中の権威を持つ支配者、悪魔、サタンと呼ばれるものに操られて従って生きるようになるしない、そういう存在になってしまいました。でも、だれひとりとしてそれを分かっていないまま生まれて人生を生きていくようになります。
ですから、神様と一緒にいて、神の祝福の中でこの世を治めて勝利の人生を歩むべき人間が神を失ってしまったので、人生を一生懸命、頑張ることによってどうにかしようというようになりました。汗を掻き、苦労しながら人生を生きるしかありません。努力が悪いという意味ではありません。一生懸命、頑張れば人生がどうにかなるだろうと思うのですが、神様と一緒ではないからなのです。神様と一緒にいれば努力でなくて、神の祝福を豊かに味わうことによって勝利の人生を歩むはずなのに、罪によって神を離れてしまったので、しかもその事実が分かっていないので、頑張ればどうにかなるだろうと思います。しかし、正直に頑張っていろいろな結果が得られるでしょうけれども、事故があるしトラブルの連続ではないでしょうか。ときには富があればお金があれば裕福になれば人生どうにかなるだろう、幸せになるだろうと思います。神様と一緒にいるべき人間なのに、そこに希望を託そうとしているのです。しかし、なかなか手に入らないし、たとえ富が手に入ったとしても災いを止めることはできないのです。ある意味、皆人間はそのように自分でごまかしてだまされた人生を生きているものではないでしょうか。
それから、成功さえ治めればどうにかなるだろう、違う人生を見るようになるだろうと思います。それで頑張って成功を手に入れるようになりました。けれども、それは穴だらけのものであり、傷だらけのものであり、ボロボロ漏れていくわけです。崩壊していくようになるしかないものなのです。そのようになった結果、それらが合わさって病名もよく分からない病気、不治の病、難病などいろいろな病気を患うようになるし、様々な関係が崩壊して、特に人間関係、家族関係、夫婦関係にひびが入ったりして、全部崩壊し破壊されていくようになるしかありません。なぜそうなってしまうのかもわからないまま。神様と一緒にいるべき人間が、その神を離れて頑張って富によってそうなっているので、そこで皆疑問ばかりをもってどうにかしようとし、神様に会えないので神様と一緒になるべき人間なのに会えないので、神でないものを神だと人間の手で作って拝み偶像崇拝に走ったり、ときには霊媒師や占い、易者などに頼ったり、あるいは宗教にのめり込んではまったりするしかありません。しかし、どんどんねじ曲がって、どんどんひどくなる一方なのです。最終的には、ヘブル9：27に書いてあるように、「人間には、一度死ぬことと死後にさばきを受けることが定まっている」のです。そこで終るわけではありません。自分が死んで自分の人生が終わっても、これは霊的な遺産として受け継がれるようになりますので、子孫たちにこれがずっと受け継がれ流れていくようになります。終わりがありません。ずっと続くようになります。人間、自分の力ではこの問題を解決することはできません。こういう問題があることでさえ分かっていないわけです。しかし、神様に罪を犯し、神に背いて、神から離れてしまった人間なのに、神様は私たちの頭では理解できないのですが、不思議な愛をもってその罪人である人間を愛してそのまま放っておかないでその問題を解決し、元通りに神様と一緒になるようにキリストを送ることを約束されました。キリストは人間のすべての問題をもたらした諜報人である目に見えないけれども悪魔、サタンの頭を踏み砕いて勝利されるまことの王様という意味があります。キリストというのは、人の罪を身代わりとして背負って罪のないキリストですから、その罪を完璧にきよめられるまことの祭司という意味があるわけです。神様はそのキリストを約束されました。キリストは神を離れすべてがパーになってしまった人間、根本的に問題を解決するために神様とまた一緒になるための道、預言者という意味がそこにはあるわけです。神様は人を愛して、人を罪より救うためにキリストを約束されました。そして、約束通りにそのキリストが世に来られました。私たち人間の罪を自分で解決できないので、身代わりとなって全部背負って代わりに十字架にかけられて、そのすべてを解決なさいました。それから、死の力を打ち破って３日目によみがえられ復活なさいました。イエス様がそのキリストです。聖書のローマ5：8には、「私たちがまだ罪人であったとき、キリストが私たちのために死んでくださったことにより、神は私たちに対するご自身の愛を明らかにしておられます」と言われています。私達に相談したり、こうしなさい、このように改善すればこうするから、とかではなくて、罪人であったときに、一方的にイエス・キリストがすべてを背負って代わりに死なれることによって、私たちの問題をすべて解決されました。そのイエス様がおっしゃいます。わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしをとおしてでなければ、ひとりとして父のもとに来ることはありません。神を離れて人生すべてが不幸になってしまった、しかも解決できないどん底に引き落とされた人間が、また神様に会うための道となれらわけです。
それから、何も要求せずにすべてをなさったので、私達になにも功などないことをご存知なので、ひとつだけ、このイエス様をあなたの自分の救い主として、キリストとして信じればいい。義人は信仰によって生きる。その信じる方法も教えられました。受け入れた人々、すなわちその名を信じたものには、神の子どもになる特権が与えられる。このイエス・キリストを受け入れること、それが信じることなのです。イエス様は、このお話を通して生きておられる方なので、私たちの心の門をたたいていらっしゃいます。見よ。わたしは、戸の外に立ってたたく。 だれでも、わたしの声を聞いて戸を開けるものは、彼のところに入って、 彼とともに住む。心の扉を開いて、イエス・キリストを受け入れること、そのときに、私達が神に会いに行くのではなくて、それは不可能なので、道なるイエス・キリストを通して、神様ご自身が聖霊を通して、信じる者の中に入って来られて一緒になります。その瞬間、神を離れて罪によってどうにもならない滅びの運命から永遠に解放されます。それをいのちと言います。ヨハネ5：24には、「まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばきに会うことがなく、死からいのちに移っているのです」とあります。いのちの祝福です。親の愛も大切ですし、お金も人間関係も腕も才能も大切なのです。でも、そういったものでは到底、得られないもの、解決できないものがいのちです。しかも永遠に変わらないものなので永遠のいのちです。そのすべての滅びののろい、罪からきよめられ解放されて、また、神様と一緒になること、これをいのちと言います。だれでもイエス・キリストを信じて受け入れたものは、このように言われる存在になります。あなたがたは、聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。これをいのちと言います。この永遠のいのちより大切なもの、大事なものはありません。人生において、また、人間にとって最も大事なもの、宝物は、永遠のいのちなのです。クロスビーは視力を失って失望していたのにもかかわらず、その視力を失ったこととは比べることができない光であるイエス・キリストを通して、永遠のいのちの祝福を見ることができるようになりました。その感謝なのです。この感謝こそ揺れない感謝です。他の条件、状況、環境に左右される感謝は、もちろん必要な感謝ですが、私たちの人生を支えて、人生の勝利者にすることができないものなのです。揺れるものです。揺れる感謝から離れて、あるいは感謝がないまま、恨み辛みのまま、昔の心の傷を抱えてさまよい続けている方々は、そこから離れて揺れない感謝、イエス・キリストを通して、神様から与えられる不思議な愛によって与えられる永遠のいのちの祝福を見てください。だれも、どういうことでも、奪うことができない永遠のいのちの祝福、どんな被造物も悪魔も天使も、このいのちの祝福がなにか分かりました。このいのちの祝福が宝物であり、これを感謝するものになったわけです。この感謝こそすべてを感謝に変える力です。いのちを感謝する人、その人は揺れない感謝の主人公になり、人生の勝利者になります。そして、このいのちの感謝は、だれもどんなことでも奪うことができないものであり、だからこそ何回も皆さんに申し上げますが、いのちの感謝は、いままでは不平、不満、つぶやき、不安、思い煩い、恨み辛みになるしかないものなどもすべてに打ち勝てる感謝なのです。思い煩い、不平、妬み、高慢、落胆、欲、憎しみなどに勝てる感謝です。そういったものによって人生がねじ曲がるようになるのではないでしょうか。夫婦の間もそうではないでしょうか。親子関係もそうではないでしょうか。それを越えることができないのです。なぜでしょうか。皆さんの性格や人格や品性などでは無理なのです。それを操る目に見えない力がありますので。揺れないいのちへの本当の感謝、それはこういった全てを乗り越えられるように、これに打ち勝てる力となります。それと同時に、いのちへの感謝ということは、すべてを感謝に変える、すべてのことを働かせて益としてくださいます。悪いなと思っていたこと、悲しいなと思っていたこと、昔、これは絶対、許せないと傷になっていたものなどもすべて感謝に変わります。そういう人でないと本当の意味での人生の勝利は期待できません。私も傷を抱えて生きてきたものです。いまはそれが感謝です。
申し訳ありませんが、怪我によって今日はじめて立って頑張ってメッセージをさせていただいていますが、もし足がだめなときはちょっと動かしたりするために下にこういう物をおいたりしています。来週もこれが続くかどうかは分かりませんし、大変不便で痛いのですが、でも、その不便さや痛みが奪うことができない感謝が私にはあるし、それどころかこの怪我さえも感謝なのです。普通の人は知らないでしょうが。どこまで感謝しているかというと、ピリピ1：21を見ると、パウロは刑務所の中で、私に生きることはキリストなので、死ぬことも益だと言っています。どこからそれが生まれるのでしょうか。そういう人は、人生に勝利するでしょう。あらゆる多くの人が、それに引っかかって、突っかかって、アップアップしていることを乗り越えて、本当にクリスチャンが歩むべき聖なる道を歩むことができるのではないでしょうか。
まとめます。今日の収穫感謝礼拝を通して、普通に感謝、感謝と歌っていても、その感謝ではない本物の感謝、誰にも、何者にも奪われない感謝、それどころかすべてに打ち勝ってすべてを感謝に変える感謝、皆さんにその感謝の祝福が許されていることを思い出していただきたいと思います。皆さんに、現実、いろいろな都合や事情等があるでしょう。それぞれ自分のレベルで考えると不平、不満に走ったり、落胆したり、あるいは、恨み辛み、怒りを露わにするようなことがいっぱいあると思います。人生の勝利のために、まず、まだまだイエスさまを知らない人、このいのちの祝福が分かっていない人、このいのちの感謝がなにか分かっていない人は、なにをどうするか、これだ、あれだということをかんがえず、それを全部おろして、まずはキリストである、いのちの主である、神様と出会う唯一の道であるイエス様を救い主として信じて受け入れ、いのちの祝福に預かるようにしていただきたいと思います。

そして、イエス様を信じていらっしゃる信者であれば、いろいろなことがあるでしょうが、まず収穫感謝礼拝を通して、自分自身に問いかけてみてください。私にとって宝は、正直、何なのか。子供なのか。健康なのか。奥さんなのか。なにが宝なのでしょうか。それを素直に問いかけて、イエス・キリストによって与えられ、永遠に神様とともにおられ、もう二度と罪に定められることなく、死と罪の原理、さばきの運命から永遠に開放される、そのいのちの祝福、すべてを感謝に変えることができるいのちの祝福、それをまず真っ先に感謝する、そのような信者になっていただきたいと思います。その感謝を通して、もしかして皆さんの中に意識的にも無意識的にも、不安、あるいは不平、不満などが恥ずかしく思い、それが消えていくぐらい感謝してみてください。先に感謝しないといけません。大体、結婚して15年、20年、30年になると、奥さん、旦那さんに対して、不平、つぶやきだらけなのです。そのままでいいでしょうか。倫理的にそれが良い悪いというつもりはありません。それは騙されることです。それは自分が貧しい人間だということです。いのちの祝福があるのに、その祝福の感謝が乏しいからではないでしょうか。それがあふれ出て、いままでにあった旦那さんに対して子どもに対して、奥さんに対して、教会の信徒さんに、牧師に、あるいは教会に対しての不平、不満、つぶやきなど、全部消えてなくなるようにしましょう。それでなにが皆さんにフォーカスになって思い浮かばないといけないかというと、そういうものとアップアップして争う、そういう余裕などはありません。私達はそんなちっぽけな存在ではありません。この誰も知らないいのちの感謝を豊かに味わい喜んで、この感謝の祝福を知らないでさまよっている多くの人に伝えなければいけません。それを損してはいけません。皆さんが、思い煩い、不平、不満、妬み、憎しみなどは倫理的なものではなくて、この感謝の祝福、いのちの感謝を伝える唯一の存在なのに、それが邪魔されることなのです。なにものも私達に感謝できないものはありません。地獄にいた私達が救われて、天の御国の国民となりました。いのちの祝福、これを感謝して、この感謝を伝えることに残りの生涯を全うしていく祝福の人生を歩んでいただきたいとそう願います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。生まれながら神のみ怒りを受けるしかない罪人だった私達が罪人のままのときに、ひとり子イエス・キリストが十字架で身代わりとして死なれることによって神の愛を明らかにし、私達がそのすべての滅びの運命、罪から救われてきよめられ、神様とともにおられるいのちの主人公になるようにしてくださいました恵みを感謝いたします。私達はつい現実の様々ことを通して、不平、不満に走りやすいものです。その時でもとどまって、私にいのちあることを覚えて、いのちの祝福を最高の宝として、真っ先にそのいのちの祝福を感謝するところに走り、すべてに打ち勝って、残りの生涯を輝く感謝を伝える勝利の主人公として歩けるように、どうか導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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